紀の川市緊急通報システム事業の申し込みをされる方へ
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　　　　 　　　　　紀の川市高齢介護課
この事業はひとり暮らしの高齢者や身体障害者、
高齢者のみで暮らしている世帯などに通報装置を
お貸しし、急病や災害などのときに装置のボタンを
押していただくと、警備会社より緊急要員が電話を
おかけし、またご自宅へ駆けつけるという事業です。
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この事業を利用されるには、次の事柄をご承諾
いただく必要があります。
１．毎月300円ほどの電話代がかかります。
システムは電話回線を利用し、装置が正常に動いているかを自動通信して確認するので、装置のボタンを押さなくても３００円ほどの電話通信費が毎月かかります。
光回線の電話の場合は、高齢介護課へご相談ください。

ケーブルテレビやインターネットにセットされた電話がありますが、そのような光回線を利用した電話の場合は、基本的には対応していません。ただ、費用の自己負担がありますが利用できる場合もありますので、光回線の場合は高齢介護課へご相談ください。
２．家の合鍵を警備会社がお預かりする必要があります。

緊急時に通報すると警備会社からまず確認の電話がかかりますが、応答されない場合など、緊急要員がかけつけ家の中に入らなければならない場合があります。それで、住宅内に入って適切な処置ができるようにあらかじめ家の合鍵をお預かりする必要があります。合鍵をご用意ください。鍵は警備会社で厳重に保管させていただきます。

３．近くの方に緊急時の協力員になっていただく必要があります。

急病等の場合、警備会社の緊急要員は救急車を要請したりしますが、病院等への付き添いはできません。近くの方に、付き添っていただいたりご家族に連絡していただいたりしなければならない場合もあるので、素早くご自宅へ駆けつけていただける近くにお住まいの方に緊急時の協力員になっていただいてください。

４．所得税課税世帯の方へ

1ヶ月あたり１，０５０円の利用料のご負担をお願いします。
緊急通報システム事業利用申込時に、預金口座振替依頼自動払込申込書にも記入押印していただく必要があります。
これは警備会社へお支払いいただくものですが、預金通帳からの引き落としになりますので、銀行等（普通・当座）預金の口座番号やその預金にご使用の印鑑の押印が必要です。この自動払込申込書の提出がなければご利用いただけません。

☆なお、申請書と同時に提出いただく「利用承諾書」の内容をよくお読みになったうえでこの事業の申請をしてください。　






お問い合せは　「紀の川市役所高齢介護課　電話７５－５３１４」まで
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